
手当等の対象 最高裁 契約社員 社員 記事

扶養手当 〇 × 〇

年末年始勤務手当 〇
年末始の出
勤者は代休

夏期冬期休暇 〇 月給制のみ 〇
夏期休暇3日
契約社員（時給
制）なし

住居手当 高裁確定

カフェテリア
メニューのコ
アメニュ－の

み

〇

契約社員はカフェ
テリアポイントな
し（住宅補助な
し）コアメニュー
のみ

年始期間の祝日給 〇
祝日出勤者
は休日手当

有給の病気休暇 〇 〇 〇

日本郵政契約社員、格差是正を求める
最高裁判決

日本郵政
契約社員

該当なし

 該当なし

NTTグループ会社

資本金10億円以上の

大企業の内部留保の増加 459兆円
449兆円 ■

403兆円

369兆円 ■

■ 95円
333兆円 90円 ・

318兆円 ■ ・
■ 60円

■ 45円 ・
40円 ・

30円 ・ どんどん増額の株主配当額（年度）

・ 〔現在の1株当たりに換算した場合〕

2010年 2012年 2014年 2016年 2018年 2019年

3741

5011

（紙面の都合で2011,13,15,17年は省略しています）

自
社
株
購
入
額

(

億
円

)

2580
3381

2011～2019年の購入額　2兆7383億円

N
T
T
の
内
部
留
保
額

(

億
円

）

107815

95713 95461
97766

91403

108914

1500

( 1 )

コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
21
春
闘
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
雇
用
・

賃
金
な
ど
が
大
変
厳
し
い
状
況

の
中
で
企
業
の
内
部
留
保
を
取

り
崩
し
て
で
も
労
働
者
の
生
活

改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

通
信
産
業
本
部
は
職
場
か
ら

い
た
だ
い
た
、
21
春
闘
ア
ン
ケ
ー

ト
（
裏
面
参
照
）
を
基
礎
に
、

月
額
賃
金
２
万
５
千
円
以
上
、

非
正
規
労
働
者
の
時
間
給
を
２

５
０
円
以
上
ア
ッ
プ
、
格
差
解

消
な
ど
諸
要
求
を
決
定
し
ま
し

た
。私

た
ち
は
３
月
11
日
（
木
）

に
ス
ト
ラ
イ
キ
を
構
え
て
諸
要

求
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

契
約
社
員
に

扶
養
手
当
、
住
宅
手
当
を

昨
年
４
月
に
、
正
社
員
と
非

正
規
社
員
と
の
間
に
待
遇
の
格

差
な
ど
不
合
理
な
取
り
扱
い
を

し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
法
律

が
実
施
さ
れ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー

プ
会
社
で
は
契
約
社
員
に
病
休

の
有
給
化
、
交
通
費
支
給
の
改

善
が
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
郵
政
の
「
20
条
裁
判
」

で
は
最
高
裁
で
格
差
是
正
判
決

が
出
ま
し
た
。
そ
の
中
で
是
正

が
求
め
ら
れ
た
扶
養
手
当
は
Ｎ

Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
非
正
規
社
員

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
住
宅

手
当
は
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
ポ
イ
ン

ト
な
し
（
住
宅
補
助
な
し
）
で

コ
ア
メ
ニ
ュ
ー
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
通
信
労
組
は
扶
養
手
当
・

住
宅
手
当
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。

（
左
図
参
照
）

非
正
規
社
員
に
退
職
金
を

春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
非
正
規

社
員
に
も
退
職
金
制
度
が
必
要

と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

老
齢
厚
生
年
金
は
現
在
63
歳

か
ら
で
す
。
無
年
金
で
60
歳
超

え
の
シ
ニ
ア
契
約
社
員
の
場
合
、

賃
金
が
時
給
１
０
１
０
円
（
契

約
社
員
時
は
時
給
１
４
０
０
円
）

で
は
生
活
が
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

労
働
者
の
生
活
を
安
定
さ
せ

る
た
め
に
は
、
時
給
は
契
約
社

員
時
と
変
え
ず
、
社
員
と
同
様

に
非
正
規
社
員
に
も
退
職
金
制

度
を
作
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

退
職
・
再
雇
用
契
約
社
員
に

大
幅
賃
上
げ
を

23
年
４
月
か
ら
60
歳
を
超
え

る
社
員
は
３
０
０
万
円
か
ら
４

０
０
万
円
の
ス
キ
ー
ム
が
始
ま

り
ま
す
。
50
歳
退
職
再
雇
用
の

契
約
社
員
に
も
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
同
じ

待
遇
を
求
め
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
株
主
優
先
の

経
営
の
転
換
を

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
株
主
優
先
の
経
営

を
行
い
、
20
年
度
も
株
主
配
当

増
額
を
予
定
し
、
一
方
、
３
月

末
ま
で
に
２
５
０
０
億
円
の
自

社
株
買
い
を
実
施
し
ま
す
。
こ

れ
ら
の
資
金
を
利
用
者
と
労
働

者
へ
の
還
元
に
使
え
ば
コ
ロ
ナ

禍
で
生
活
が
苦
し
い
労
働
者
の

生
活
向
上
と
個
人
消
費
を
増
や

し
、
経
済
の
好
循
環
に
貢
献
で

き
ま
す
。

い
ま
こ
そ
内
部
留
保
を

賃
上
げ
に

昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
不
況
の

な
か
で
、
企
業
が
貯
め
込
ん
で

き
た
内
部
留
保
を
使
う
べ
き
で

あ
る
と
提
言
す
る
経
済
学
者
が

多
く
い
ま
す
。

内
部
留
保
と
は
株
主
配
当
や
、

労
働
者
へ
の
賃
金
を
は
ら
っ
て
、

残
っ
た
剰
余
金
で
、
い
ざ
の
時

の
た
め
に
貯
金
し
て
お
く
財
源

だ
か
ら
こ
う
い
う
い
う
事
態
の

た
め
に
、
今
使
う
べ
き
だ
と
提

言
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
２
０
０
３
年
の
退

職
再
雇
用
制
度
で
50
歳
か
ら
の

賃
下
げ
を
行
い
、
２
０
１
３
年

か
ら
は
新
賃
金
体
系
に
変
更
し
、

30
歳
代
か
ら
の
賃
上
げ
を
抑
え

ま
し
た
。

支
出
の
面
で
は
株
主
配
当
を

年
々
増
額
し
、
政
府
の
持
っ
て

い
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
株
を
買
い
取
る
に

も
数
兆
円
を
使
っ
て
い
ま
す
。

50
歳
前
の
社
員
に
は
賃
下
げ

を
行
い
、
内
部
留
保
金
を
貯
め

て
き
ま
し
た
。

昨
年
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
を
完

全
子
会
社
に
す
る
た
め
に
、
４

兆
数
千
億
円
を
銀
行
等
か
ら
借

り
入
れ
て
い
ま
す
。
増
え
つ
づ

け
る
内
部
留
保
を
隠
す
た
め
に

返
済
に
充
て
ら
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ
内
部
留

保
を
賃
上
げ
に
使
う
べ
き
で

す
。間

違
い
は
８
つ
あ
り
ま
す
。

答
え
は
裏
面



( 2 )

＊

珍
し
い
鳥
？

冬
に
な
る
と
我
が
家
の
裏

の
家
の
庭
木
に
い
ろ
い
ろ
な

鳥
が
や
っ
て
く
る
。
メ
ジ
ロ

が
よ
く
来
る
の
だ
が
、
あ
る

日
そ
の
メ
ジ
ロ
の
緑
色
に
赤

や
黄
色
が
混
じ
っ
た
派
手
な

彩
の
小
鳥
が
や
っ
て
き
た
。

見
た
こ
と
の
な
い
鳥
だ
っ
た

の
で
、
早
速
野
鳥
図
鑑
で
調

べ
て
み
た
が
載
っ
て
い
な
い

▼
よ
ほ
ど
珍
し
い
渡
り
鳥
な

の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
今

度
は
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
見
た
。

時
間
が
か
か
っ
た
が
こ
の
鳥

の
写
真
が
出
て
き
た
の
で
、

名
前
を
見
る
と
“
ソ
ウ
シ
チ
ョ

ウ
”
と
い
う
鳥
で
あ
っ
た
。

か
っ
て
大
陸
か
ら
観
賞
用
に

持
ち
込
ま
れ
た
も
の
が
逃
げ

て
野
生
化
し
た
も
の
で
、
珍

し
い
ど
こ
ろ
か
、
特
定
外
来

生
物
（
生
態
系
に
害
を
及
ぼ

す
生
物
）
の
侵
略
的
外
来
種

ワ
ー
ス
ト
１
０
０
に
指
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た

▼
雑
食
で
大
食
い
ら
し
く
、

他
の
鳥
を
追
い
出
し
て
し
ま

う
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
よ
う
な
劇
薬

的
で
は
な
い
に
し
ろ
、
人
為

的
に
持
ち
込
ま
れ
た
“
侵
略

的
生
物
”
が
、
知
ら
れ
な
い

と
こ
ろ
で
身
近
な
自
然
を
か

き
乱
し
、
ひ
い
て
は
人
の
生

活
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と

に
な
る
の
で
は
と
心
配
に
な

る
。
（
Ａ
）

生
活
実
感

（
社
員
）

①
や
や
生
活
が
苦
し
い

②
か
な
り
苦
し
い

合
わ
せ
て
約
59
・
６
％

（
派
遣
・
契
約
社
員
）

①
や
や
生
活
が
苦
し
い

②
か
な
り
苦
し
い

合
せ
て
約
79
・
６
％

賃
上
げ
要
求
額

（
社
員
）

１
万
円

26
・
９
％

２
万
円

16
・
０
％

５
万
円

14
・
１
％

（
派
遣
・
契
約
社
員
の
時
給
）

４
０
０
円
以
上

34
・
０
％

１
０
０
円

20
・
４
％
、

２
０
０
円

16
・
５
％
、

仕
事
や
職
場
に
つ
い
て
不
満
や

不
安
を
感
じ
る
こ
と
に
つ
い
て

（
派
遣
・
契
約
社
員
）
多
い
順

①
賃
金
が
安
い

②
正
規
・
非
正
規
の
賃
金
・
な
ど
の

格
差

③
退
職
金
が
な
い
・
少
な
い

④
職
場
や
仕
事
が
な
く
な
る

の
で
は
な
い
か

成
果
・
業
績
主
義
賃
金
制
度

（
社
員
）

①
や
め
る
べ
き
だ

43
・
６
％

②
こ
の
ま
ま
続
け
て
充
実
さ
せ
れ

ば
良
い

48
・
１
％

評
価
査
定
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

感
じ
ま
す
か

①
評
価
方
法
や
評
価
基
準
が
不
透
明

で
適
当
に
決
め
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
56
・
４
％

②
恣
意
的
に
評
価
さ
れ
て
、
納
得
が

い
か
な
い
15
・
４
％

意
見
で
は
、

・
恣
意
的
に
評
価
さ
れ
て
い
て
納
得

い
か
な
い
。

・
表
に
見
え
る
仕
事
や
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
仕
事
は
い
い
が
、
数
字
に
出

な
い
業
務
は
ど
う
評
価
さ
れ
て
い

る
か
分
ら
な
い

コ
ロ
ナ
禍
で
の
職
場
の
見
直
し
に
つ

い
て
上
位
回
答

（
社
員
・
非
正
規
）

①
休
業
補
償
の
10
割
支
給
の
制
度
化

②
感
染
拡
大
防
止
の
た

め

の
職
場
環
境
整
備

③
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充

④
テ
レ
ワ
ー
ク
の
拡
大

コ
ロ
ナ
禍
に
対
す
る
声

職
場
の
作
業
ス
ペ
ー
ス
拡
大

テ
レ
ワ
ー
ク
不
可
の
場
合
自
宅
近

く
の
職
場
に
変
更
し
て
ほ
し
い
。

な
ど

ア
ン
ケ
ー
ト
に

寄
せ
ら
れ
た
声

○
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
ほ
と
ん
ど

が
非
正
規
で
有
期
雇
用
で
す
。
残

業
が
無
け
れ
ば
口
座
へ
の
振
り
込

み
は
14
か
ら
16
万
円
台
で
す
。

７
・
５
ｈ
、
昼
休
み
１
ｈ
、
ト
イ

レ
休
憩
20
分
の
ル
ー
ル
で
ひ
た
す

ら
電
話
を
取
り
続
け
ま
す
。

（
契
約
社
員
・
時
給
）

〇
エ
リ
ア
社
員
に
な
っ
た
が
、
財
形

貯
蓄
を
考
慮
し
て
も
給
料
の
手
取

り
が
増
え
た
気
が
し
な
い
。

ボ
ー
ナ
ス
も
説
明
さ
れ
た
額
よ
り

少
な
い
。
（
社
員
・
月
給
）

〇
10
年
働
い
て
も
昇
給
ゼ
ロ
、
ボ
ー

ナ
ス
も
ほ
ぼ
無
く
、
退
職
金
は
ゼ

ロ
。
収
入
は
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制

度
の
変
更
で
激
減
。
目
標
達
成
へ

の
締
め
付
け
の
一
方
、
や
め
た
け

れ
ば
や
め
ろ
と
言
わ
ん
ば
か
り
で

す
。
契
約
社
員
・
月
給
）

○
雇
用
契
約
書
に
あ
る
昇
給
は
一
切

な
し
。
給
与
・
ボ
ー
ナ
ス
の
社
員

格
差
は
ひ
ど
す
ぎ
る
。
毎
年
差
別

研
修
し
て
い
る
会
社
と
は
思
え
な

い
。

（
契
約
社
員
・
時
給
）

○
テ
レ
ワ
ー
ク
の
た
め
に
契
約
社

員
の
立
場
で
、
ネ
ッ
ト
環
境
、
パ

ソ
コ
ン
な
ど
準
備
す
る
の
は
経
済

的
に
無
理
。
（
契
約
社
員
・
月
給
）

○
60
歳
超
社
員
が
年
々
減
少
し
業
務

が
逼
迫
日
て
い
る
が
辞
め
た
人
の

補
充
を
し
な
い
。
65
歳
を
超
え
て

も
雇
用
を
延
長
す
べ
き
。

（
契
約
社
員
・
月
給
）

核
兵
器
禁
止
条
約
は
昨
年
10
月

24
日
、
中
米
の
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス

が
批
准
を
行
い
、
批
准
50
カ
国

に
達
し
、
１
月
22
日
に
発
効
し

ま
し
た
。
そ
の
後
カ
ン
ボ
ジ
ア

な
ど
が
批
准
し
52
か
国
に
な
り

ま
し
た
。

核
兵
器
禁
止
条
約
は
核
兵
器

の
開
発
、
実
験
、
生
産
、
保
有

か
ら
使
用
と
威
嚇
を
禁
止
す
る

画
期
的
な
国
際
条
約
で
す
。

日
本
政
府
は
「
核
の
傘
」
に

頼
る
安
全
保
障
上
の
理
由
で
署

名
・
批
准
を
拒
否
を
し
て
い
ま

す
。被

爆
地
広
島
市
、
長
崎
市
の

市
長
は
早
急
に
日
本
政
府
が
署

名
・
批
准
す
る
よ
う
要
請
を
行
っ

て
い
ま
す
。
２
月
２
日
現
在
全
国
で
５
３

１
自
治
体
、
京
都
府
で
は
向
日
市
、
宇
治

市
等
７
市
町
村
が
要
請
決
議
を
し
て
い
ま
す
。

日
本
は
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
り
、
批
准

す
れ
ば
世
界
の
核
保
有
国
に
た
い
し
て
大

き
な
影
響
を
持
ち
ま
す
。

「
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准

を
求
め
る
」
署
名
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

生
活
実
感

社員

派遣・契約社員

通
信
産
業
本
部
が
行
っ

た
21
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト

の
生
活
実
態
で
は
、
非

正
規
労
働
者
は
生
活
が

苦
し
い
、
非
常
に
苦
し

い
が
合
計
79
・
６
％
。

正
社
員
で
は
同
じ
く
合

計
59
・
６
％
と
厳
し
い

生
活
状
況
が
現
れ
て
い

ま
す
。

仕
事
や
職
場
に
つ
い
て

は
賃
金
の
格
差
、
退
職

金
制
度
が
な
い
こ
と
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
職
場
の
事
業
再

編
、
業
務
委
託
で
今
の

職
場
、
仕
事
に
対
す
る

不
安
や
不
満
が
多
く
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
。

声
で
は
非
正
規
社
員

の
現
場
の
生
々
し
い
業

務
実
態
や
、
低
賃
金
に

よ
る
生
活
不
安
の
声
が

こ
の
報
告
以
外
に
も
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

派遣・契約社員 社員

まちがいさがしの答え


